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現
代
の
「
天
下
祭
」
に
関
す
る
予
備
的
考
察

―
神
田
祭
と
山
王
祭
の
都
市
祝
祭
論
・
序
説
―

秋　

野　

淳　

一

は
じ
め
に

　

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
は
、
明
治
維
新
百
五
十
年
に
あ
た
っ
た
が
、
五
十
年
前
の
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）、
東
京
の
神
田

祭
と
山
王
祭
は
明
治
維
新
百
年
を
記
念
し
て
、
同
じ
年
に
実
施
さ
れ
た
。
神
田
祭
と
山
王
祭
は
、
江
戸
時
代
は
徳
川
将
軍
が
上
覧
す
る

「
天
下
祭
」
と
し
て
知
ら
れ
、
一
年
交
替
で
行
な
わ
れ
て
き
た
。

　

昭
和
四
十
三
年
当
時
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
の
研
究
員
で
あ
っ
た
宗
教
学
者
の
薗
田
稔
（
現
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
は
、

神
田
祭
と
山
王
祭
の
調
査
を
行
な
い
、「
祭
と
都
市
社
会
―
「
天
下
祭
」（
神
田
祭
・
山
王
祭
）
調
査
報
告
（
一
）
―
」
と
し
て
ま
と
め
、

神
田
は
「
脱
地
域
化
」
が
起
こ
り
に
く
い
社
会
的
な
性
格
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た（

１
）。

当
時
の
神
田
は
、
商
人
・
職
人
の
町
で
、
町
内
の

青
年
が
中
心
と
な
り
神
輿
を
担
い
で
い
た
。

　

そ
の
後
、
神
田
は
中
高
層
ビ
ル
の
町
へ
と
変
貌
し
た
。
昼
間
人
口
は
増
加
し
た
が
夜
間
人
口
は
減
少
し
、
町
内
の
祭
り
の
担
い
手
が
不
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足
し
た
。
社
会
学
者
の
松
平
誠
は
、
平
成
四
年
の
神
田
祭
調
査
を
も
と
に
、「
都
市
祝
祭
伝
統
の
持
続
と
変
容
―
神
田
祭
に
よ
る
試
論
―
」

と
し
て
ま
と
め
、
神
田
で
は
脱
地
域
化
が
進
み
、
神
輿
の
担
ぎ
手
は
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
参
加
す
る
町
外
の
人
や
企

業
、
女
性
、
神
輿
同
好
会
な
ど
に
頼
る
よ
う
に
変
化
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

２
）。

　

そ
し
て
、
再
開
発
に
伴
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
と
夜
間
人
口
は
増
加
に
転
じ
た
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
新
し
い
住
民
の
祭
り
へ
の
参
加
は

必
ず
し
も
進
ん
で
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
地
域
社
会
の
実
態
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
田
祭
や
山
王
祭
と
い
っ
た
大
都
市
の
神
社
祭
礼
が
、
な
ぜ
現
代
の
都
市
空

間
の
な
か
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
都
市
化
や
情
報
化
と
い
っ
た
社
会
変
動
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
祭
り
が
衰
退
す
る

印
象
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
眼
前
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
逆
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
筆
者
は
ま
ず
、
先
行
研
究
が
複
数
存
在
し
、
先
行
研
究
と
の
比
較
に
基
づ
く
実
証
的
な
調
査
研
究
が
可
能
な
神
田
祭
を
対
象

と
し
た
。
平
成
二
十
五
年
と
平
成
二
十
七
年
の
神
田
祭
調
査
を
中
心
と
し
て
、
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
の
視
点
か
ら
、
都
市

祝
祭
と
し
て
の
神
田
祭
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
。

　

そ
の
結
果
、
現
代
の
神
田
祭
が
賑
わ
い
を
形
成
す
る
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
五
つ
の
特
徴
（
要
素
）
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
①
「
都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
の
複
合
構
造
」、
②
「
結
集
の
た
め
の
核
の
存
在
」、
③
「
個
人
の
活
躍
（
人
的
要
因
）」、
④
「
企
業

の
参
加
」、
⑤
「
非
日
常
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
五
つ
の
特
徴
を
中
心
に
都
市
祝
祭
と
し
て
の
神
田
祭
の
動
態
を
、

図
１
の
「
神
田
祭
モ
デ
ル
」（
正
式
名
「
神
田
祭
に
み
る
都
市
祝
祭
モ
デ
ル
」）
と
し
て
ま
と
め
、
他
の
都
市
祭
り
と
の
比
較
検
討
の
土
台

を
提
示
し
た（

３
）。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
神
田
祭
の
五
つ
の
特
徴
（「
神
田
祭
モ
デ
ル
」）
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
今
度
は
、
都
市
祝
祭
と
し
て
の
山
王
祭
に
つ
い
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て
、
平
成
三
十
年
の
山
王
祭
の
実
態
を
踏
ま
え
、
日
本
橋
・
京
橋
・
茅
場

町
・
八
丁
堀
の
エ
リ
ア
の
連
合
で
あ
る
日
枝
神
社
下
町
連
合
（
以
下
、「
下

町
連
合
」）
を
中
心
に
予
備
的
に
考
察
し
、
現
代
の
「
天
下
祭
」
に
関
す

る
都
市
祝
祭
論
へ
向
け
た
起
点
を
提
示
し
た
い
。

　

な
お
、
平
成
三
十
年
の
山
王
祭
の
あ
と
、
時
代
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と

移
り
変
わ
っ
た
。
天
皇
の
代
替
わ
り
と
同
じ
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
五

月
一
日
に
、
神
田
神
社
宮
司
の
大
鳥
居
信
史
氏
は
名
誉
宮
司
と
な
り
、
宮

司
に
は
新
た
に
清
水
祥
彦
氏
が
就
任
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
元
年
五
月
の

神
田
祭
は
、
令
和
奉
祝
大
祭
と
し
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。
翌
・
令
和
二

年
は
六
月
に
山
王
祭
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
日
枝
神
社
で
の
例
祭
は
神
職
の
み
で
厳
粛
に
執
行
さ
れ
た
が
、
神
幸

祭
、
町
会
神
輿
や
山
車
の
巡
幸
は
中
止
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
が
あ
る
な
か
で
、
賑
わ
い
が
構
成
さ
れ
、
密
に
な
り
や

す
く
自
粛
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
祝
祭
の
部
分
に
つ
い
て
、
実
は
現
代
に
お
い
て
も
地
域
社
会
に
と
っ
て
の
役
割
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
示
し
て
お
く
こ
と
は
、
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
時
代
の
祭
り
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
う
え
で
、
一
つ
の
判
断
材
料
と
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
祭
り
に
お
け
る
祝
祭
の
部
分
は
、
極
論
す
れ
ば
、
い
た
ず
ら
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
馬
鹿
騒
ぎ
を
し
て
い
る
だ
け

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

図1　神田祭モデル
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一
、
平
成
三
十
年
の
山
王
祭
か
ら
見
え
る
特
徴

　

明
治
維
新
百
五
十
年
を
迎
え
た
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
の
山
王
祭
は
、
六
月
七
日
（
木
）
の
氏
子
町
会
神
輿
の
御
魂
入
れ
、
六
月

八
日
（
金
）
の
神
幸
祭
、
夜
の
町
内
渡
御
・
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
、
六
月
九
日
（
土
）
の
糀
町
惣
町
睦
会
（
以
下
、「
糀
町
惣
町
睦
」）
の
日

枝
神
社
本
社
へ
の
連
合
宮
入
、
連
合
渡
御
、
町
内
渡
御
、
六
月
十
日
（
日
）
の
下
町
連
合
渡
御
（
摂
社
［
日
本
橋
］
日
枝
神
社
～
日
本

橋
）、
氏
子
町
会
神
輿
の
御
魂
返
し
（
御
魂
抜
き
）、
六
月
十
五
日
（
金
）
の
例
祭
、
の
日
程
で
祭
礼
行
事
が
行
な
わ
れ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
現
代
の
山
王
祭
か
ら
見
え
る
特
徴
に
つ
い
て
、
現
代
の
神
田
祭
に
お
け
る
五
つ
の
特
徴
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
整
理
し
て
お

き
た
い
。

（
一
）
都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
の
複
合
構
造

　

神
田
祭
の
一
つ
目
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
山
王
祭
に
お
い
て
も
同
様
の
構
造
が
指
摘
で
き
る
。

　

神
田
祭
に
お
い
て
都
市
祝
祭
は
、
神
田
神
社
へ
の
宮
入
や
秋
葉
原
中
央
通
り
の
連
合
渡
御
（
お
ま
つ
り
広
場
）
の
よ
う
な
多
数
の
観
客

を
見
る
こ
と
が
で
き
賑
々
し
く
行
な
わ
れ
る
場
で
あ
る
。
一
方
、
町
内
の
祭
り
は
、
神
輿
や
山
車
の
町
内
渡
御
、
各
神
酒
所
に
お
け
る
神

事
を
含
め
た
行
事
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
観
客
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
厳
粛
に
行
な
わ
れ
る
場
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
観
客
の
見
え
る

祭
り
」
で
あ
る
祝
祭
と
し
て
の
要
素
と
、「
観
客
の
見
え
な
い
祭
り
」
で
あ
る
祭
儀
と
し
て
の
要
素
の
複
合
構
造
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
複
合
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
祭
り
そ
の
も
の
の
構
造
だ
け
で
な
く
、
祭
り
の
担
い
手
の
動
員
も
複
合
構
造
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

と
い
う
の
も
、
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
の
な
か
で
町
内
の
居
住
人
口
が
減
少
し
、
祭
り
の
担
い
手
は
町
内
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
ず
、
町
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内
の
神
輿
巡
幸
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
町
外
か
ら
祭
り
の
担
い
手
を
動
員
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
町
会
は
地
域
祭
礼

の
実
施
機
関
と
し
て
の
役
割
（
役
割
動
員
）
を
果
た
し
て
い
る
も
の
の
、
祭
り
の
担
い
手
（
一
般
動
員
）
は
、
神
輿
同
好
会
、
さ
ま
ざ
ま

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
参
加
す
る
町
内
会
員
外
の
人
た
ち
、
企
業
、
女
性
を
動
員
す
る
よ
う
に
変
化
し
た
。

　

そ
し
て
、
観
客
の
多
い
神
田
神
社
へ
の
宮
入
や
連
合
渡
御
の
魅
力
が
神
輿
の
担
ぎ
手
を
維
持
・
拡
大
し
、
町
会
の
神
輿
巡
幸
を
支
え
て

い
る
。
都
市
祝
祭
の
要
素
を
拡
大
し
な
が
ら
、
町
会
を
実
施
機
関
と
す
る
町
内
の
祭
り
を
支
え
て
い
る
構
造
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る（

４
）。

　

一
方
、
山
王
祭
に
お
い
て
も
同
様
の
構
造
が
見
ら
れ
る
。
山
王
祭
の
下
町
連
合
渡
御
で
は
、
日
本
橋
に
お
け
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
多

く
の
観
客
が
訪
れ
る
。
日
本
橋
の
中
ほ
ど
（
神
田
神
社
と
日
枝
神
社
の
氏
子
区
域
の
境
）
に
神
田
神
社
側
の
日
本
橋
（
室
町
一
丁
目
会
・

本
町
一
丁
目
町
会
）
の
人
た
ち
が
高
張
提
灯
を
掲
げ
、
神
輿
の
行
く
手
を
遮
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
な
さ
れ
る
な
か
、
日
枝
神
社
側
の
下

町
連
合
の
担
ぎ
手
た
ち
は
、
神
輿
を
高
く
上
げ
る
「
サ
シ
」
を
し
て
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
。
都
市
祝
祭
の
一
コ
マ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

一
時
期
、
山
王
祭
に
お
い
て
も
、
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
の
な
か
で
町
内
の
居
住
人

口
が
減
り
、
祭
り
の
担
い
手
の
確
保
に
苦
し
み
、
祭
り
の
担
い
手
を
町
外
か
ら
動
員
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
下
町
連
合
と
い
う
横
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
下
町
連
合

渡
御
と
い
う
観
客
の
集
ま
る
都
市
祝
祭
の
場
を
創
出
し
た
。
そ
の
結
果
、「
日
本
橋
」

と
い
う
知
名
度
と
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
影
響
し
て
、
神
輿
の
担
ぎ
手
は
町
外
か
ら
も
自
然

に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
町
々
の
横
の
つ
な
が
り
が
、
都
市
祝
祭
と
町
の
祭
り
を
つ
な
ぎ
、
祭
り
の

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
神
輿
の
担
ぎ
手
を
維
持
し
、
町
内
の
祭
り
と
し
て
の
意
味

写真１
下町連合渡御の様子（平成30年、筆者撮影）
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を
保
っ
て
い
る（

５
）。

　

た
だ
し
、
差
異
も
見
ら
れ
る
。
神
田
祭
は
、
外
神
田
連
合
の
十
二
睦
や
中
神
田
十
三
ケ
町
連
合
、
錦
連
合
や
小
川
町
連
合
な
ど
、
連
合

町
会
や
複
数
の
町
会
の
連
合
を
単
位
と
し
た
ま
と
ま
り
も
あ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
個
別
町
会
ご
と
の
町
内
の
祭
り
と
し
て

の
要
素
が
強
い
こ
と
が
窺
え
る
。

　

山
王
祭
で
は
、
個
別
町
会
ご
と
の
町
内
の
祭
り
と
し
て
の
要
素
も
あ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
下
町
連
合
や
糀
町
惣
町
睦
、

日
本
橋
（
日
本
橋
六
之
部
連
合
町
会
）、
茅
場
町
（
日
本
橋
七
之
部
連
合
町
会
）、
京
橋
（
京
橋
一
之
部
連
合
町
会
）、
八
丁
堀
（
京
橋
七

之
部
連
合
町
会
）
な
ど
、
連
合
町
会
を
媒
介
と
し
た
「
連
合
町
内
の
祭
り
」
と
し
て
の
要
素
が
強
い
こ
と
を
窺
え
る
。
つ
ま
り
、
連
合
町

内
の
祭
り
を
介
し
て
個
別
町
内
の
祭
り
を
維
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
神
田
祭
の
錦
連
合
や
小
川
町
連
合
、
あ
る
い
は
外
神
田
連
合

の
十
二
睦
に
近
い
構
造
を
持
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

（
二
）
結
集
の
た
め
の
核
の
存
在

　

都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
の
複
合
構
造
を
形
成
す
る
に
は
、
両
者
を
つ
な
ぐ
も
の
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
結
集
の
た
め
の
核
の
存

在
で
あ
る
。
神
田
祭
の
二
つ
目
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
山
王
祭
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。

　

神
田
祭
で
は
、
神
輿
や
山
車
な
ど
の
祭
礼
の
象
徴
、
神
田
神
社
、
町
会
や
地
区
連
合
で
祀
る
小
祠
な
ど
が
結
集
の
た
め
の
核
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

　

祭
礼
の
象
徴

　

神
輿
や
山
車
な
ど
の
祭
礼
の
象
徴
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
神
田
祭
へ
の
参
加
を
続
け
、
町
内
渡
御
や
連
合
渡
御
、
神
田
神
社
へ
の
宮
入
を
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続
け
る
町
会
が
数
多
く
存
在
す
る
。
神
輿
や
山
車
の
巡
幸
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
多
数
の
担
ぎ
手
を
動
員
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
担
ぎ
手
が
満
足
す
る
よ
う
な
観
客
が
多
数
訪
れ
る
賑
わ
い
や
見
せ
場
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
祭
礼
の

象
徴
を
媒
介
と
し
た
連
合
渡
御
や
宮
入
を
開
始
す
る
。
そ
の
結
果
、
町
会
の
神
田
祭
を
賑
や
か
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
町
内
共
同
の

イ
メ
ー
ジ
を
確
認
す
る
機
会
と
な
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
町
内
共
同
の
危
機
に
お
い
て
は
、
祭
礼
の
象
徴
が
新
た
に
誕
生
し
た
り
、
復
活
し
た
り
す
る
。
須
田
町
中
部
町
会
の

「
元
祖
女
み
こ
し
」
の
誕
生
、
紺
屋
町
南
町
会
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
神
輿
の
誕
生
と
宮
入
の
開
始
、
神
臺
會
の
神
輿
修
復
と
宮
入
の
復
活
を
経

て
秋
葉
原
中
央
通
り
の
「
お
ま
つ
り
広
場
」
の
開
始
、
岩
本
町
二
丁
目
岩
井
会
の
「
桃
太
郎
」
山
車
の
神
田
神
社
へ
の
展
示
と
町
内
の
祭

礼
行
事
の
復
活
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
祭
礼
の
象
徴
を
媒
介
に
そ
の
巡
幸
を
担
う
さ
ま
ざ
ま
な
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
人
的

な
つ
な
が
り
が
形
成
さ
れ
る（

６
）。

つ
ま
り
、
祭
礼
の
象
徴
の
存
在
に
よ
っ
て
、
不
特
定
多
数
の
個
人
が
祭
り
に
参
加
す
る
契
機
が
生
ま
れ
る

の
で
あ
る
。

　

山
王
祭
に
お
い
て
も
、
祭
礼
の
象
徴
を
媒
介
と
し
た
同
様
の
構
造
が
見
て
取
れ
る
。
以
下
に
、
山
王
祭
に
お
け
る
町
会
の
主
な
祭
礼
の

象
徴
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

下
町
連
合
で
は
、
現
時
点
で
把
握
し
た
限
り
で
あ
る
が
、
日
本
橋
一
丁
目
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
制
作
、

以
下
、「
制
作
」
略
］）、
日
本
橋
二
丁
目
通
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
三
十
三
年
］）、
日
本
橋
三
丁
目
西
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
三
十

四
年
］、
小
神
輿
一
）、
江
戸
橋
連
合
（
大
神
輿
一
［
昭
和
三
十
三
年
］）、
八
重
洲
一
丁
目
東
町
会
［
檜
物
町
］（
大
神
輿
一
［
明
治
四
十

三
年
］）、
京
橋
一
丁
目
［
京
橋
一
丁
目
東
町
会
と
西
町
会
］（
大
神
輿
一
［
昭
和
二
十
六
年
］）、
京
橋
二
丁
目
東
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭

和
二
十
八
年
］）、
京
橋
二
丁
目
西
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
二
十
九
年
］）、
京
橋
三
丁
目
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
十
二
年
頃
］）、
京
橋
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宝
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
二
十
七
年
］）、
茅
場
町
一
丁
目
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
十
五
年
］、
小
神
輿
一
、
太
鼓
山
車
一
）、
茅
場
町

二
・
三
丁
目
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
十
一
年
］、
小
神
輿
一
、
太
鼓
山
車
一
）、
兜
町
町
会
（
神
輿
一
［
不
明
］、
太
鼓
山
車
一
）、
八
丁

堀
一
丁
目
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
二
十
七
年
］、
小
神
輿
一
）、
八
丁
堀
二
丁
目
西
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
二
十
九
年
］、
小
神
輿
一
、

太
鼓
山
車
一
［
昭
和
三
十
四
年
］）、
八
丁
堀
二
丁
目
東
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
二
十
九
年
］）、
八
丁
堀
三
丁
目
西
町
会
（
大
神
輿
一

［
昭
和
三
十
一
年
］、
小
神
輿
一
、
太
鼓
山
車
一
）、
八
丁
堀
三
丁
目
東
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
三
十
一
年
］）、
八
丁
堀
四
丁
目
東
町
会

（
大
神
輿
一
［
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）］、
小
神
輿
一
）、
な
ど
の
祭
礼
の
象
徴
を
持
つ
。
こ
の
う
ち
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
の

山
王
祭
で
は
、
京
橋
宝
町
会
が
二
十
二
年
ぶ
り
に
神
輿
渡
御
を
復
活
し
、
平
成
二
十
八
年
に
は
、
京
橋
二
丁
目
西
町
会
が
三
十
年
ぶ
り
に

神
輿
渡
御
を
行
な
っ
た（

７
）。

　

糀
町
惣
町
睦
（
上
町
）
で
は
、
現
時
点
で
把
握
し
た
限
り
で
あ
る
が
、
永
田
町
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
六
十
三
年
］）、
平
河
町
一
丁

目
町
会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
三
十
四
年
］、
小
神
輿
一
、
太
鼓
山
車
一
［
昭
和
二
十
七
年
、
山
車
人
形
：
神
猿
像
］）、
平
河
町
二
丁
目
町

会
（
大
神
輿
一
［
昭
和
二
十
六
年
］、
小
神
輿
一
、
太
鼓
山
車
）、
麴
町
一
丁
目
町
会
（
神
輿
一
、
太
鼓
山
車
一
）、
麴
町
二
丁
目
町
会

（
神
輿
一
［
昭
和
二
十
七
年
］、
太
鼓
山
車
一
［
昭
和
二
十
七
年
］）、
麴
町
三
丁
目
町
会
（
小
神
輿
一
、
太
鼓
山
車
一
［
山
車
人
形
：
神
猿

像
］）、
麹
町
四
丁
目
町
会
（
大
神
輿
一
［
平
成
二
十
二
年
］、
小
神
輿
一
）、
麹
町
六
丁
目
町
会
（
小
神
輿
一
、
太
鼓
山
車
一
［
昭
和
二
十

七
年
］）、
一
番
町
町
会
（
小
神
輿
一
、
太
鼓
山
車
一
［
昭
和
二
十
六
年
］）、
二
番
町
町
会
（
大
神
輿
一
、
太
鼓
山
車
一
）、
三
番
町
町
会

（
大
神
輿
一
、
小
神
輿
一
、
山
車
一
［
山
車
人
形
「
東
郷
平
八
郎
元
帥
」、
昭
和
二
十
七
年
］）、
四
番
町
町
会
（
小
神
輿
一
［
昭
和
三
十
四

年
］、
太
鼓
山
車
一
［
昭
和
三
十
四
年
、
山
車
人
形
「
乙
姫
」］）、
五
番
町
町
会
（
小
神
輿
一
）、
六
番
町
町
会
（
神
輿
一
［
昭
和
二
十
九

年
］、
太
鼓
山
車
一
［
昭
和
二
十
九
年
、
山
車
人
形
：
神
猿
像
］）、
九
段
三
丁
目
町
会
（
小
神
輿
一
［
大
正
期
］、
山
車
一
［
山
車
人
形

「
牛
若
丸
」：
大
正
期
］）、
九
段
四
丁
目
町
会
（
大
［
昭
和
二
十
二
年
］・
中
・
小
神
輿
各
一
、
山
車
一
［
昭
和
二
十
七
年
、
山
車
人
形
「
牛
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若
丸
・
弁
慶
」：
昭
和
三
十
二
年
］、
獅
子
頭
一
対
）、
な
ど
の
祭
礼
の
象
徴
を
持
つ（

８
）。

　

下
町
連
合
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
神
輿
が
多
く
見
ら
れ
、
山
車
が
少
な
い
と
い
え
る
。
一
方
、
糀
町
惣
町
睦
で
は
、
神
輿
と
と

も
に
、
太
鼓
山
車
を
含
め
た
山
車
が
複
数
見
ら
れ
、
山
車
人
形
を
載
せ
た
も
の
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
祭
礼
の
象
徴
を
媒
介
と
し
て
、
山
王
祭
に
お
い
て
も
新
た
な
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
不
特
定
多
数
の
個
人
が

参
加
す
る
契
機
が
生
ま
れ
て
い
る
。
神
輿
同
好
会
、
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
参
加
す
る
町
内
会
員
外
の
人
た
ち
、
企
業
、

女
性
な
ど
の
参
加
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
他
町
会
、
大
学
関
係
の
参
加
者
も
見
ら
れ
る
。

　

企
業
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
他
町
会
の
事
例
と
し
て
は
、
町
会
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
神
田
祭
と

山
王
祭
の
相
互
交
流
も
見
ら
れ
る
。

　

山
王
祭
が
蔭
祭
の
と
き
に
、
日
枝
神
社
の
氏
子
で
あ
る
日
本
橋
二
丁
目
通
町
会
の

日
本
橋
貮
通
睦
が
神
田
須
田
町
二
丁
目
町
会
の
神
田
祭
に
参
加
し
、
神
田
祭
が
蔭
祭

の
と
き
に
、
神
田
神
社
の
氏
子
で
あ
る
神
田
須
田
町
二
丁
目
町
会
が
日
本
橋
二
丁
目

通
町
会
の
山
王
祭
に
参
加
し
て
い
る
。
神
田
祭
が
蔭
祭
の
と
き
に
、
神
田
神
社
の
氏

子
で
あ
る
室
町
一
丁
目
会
と
本
町
一
丁
目
町
会
の
青
年
部
が
日
本
橋
三
丁
目
西
町
会

な
ど
の
山
王
祭
に
参
加
し
、
山
王
祭
が
蔭
祭
の
と
き
に
、
日
枝
神
社
の
氏
子
で
あ
る

日
本
橋
（
日
本
橋
六
之
部
連
合
町
会
）
の
町
会
が
室
町
一
丁
目
会
の
神
田
祭
に
参
加

し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
神
田
祭
が
蔭
祭
の
と
き
に
浜
町
三
丁
目
西
部
町
会
が
茅
場
町
一
丁
目

町
会
の
山
王
祭
（
金
曜
日
の
夜
宮
）
に
参
加
し
、
神
田
和
泉
町
町
会
の
お
囃
子
の
会

写真２
下町連合渡御・日本橋のクライマックス

（平成30年、筆者撮影）
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「
泉
笑
会
」
の
囃
子
屋
台
が
日
本
橋
三
丁
目
西
町
会
な
ど
の
山
王
祭
に
参
加
し
て
い
る
。

　

大
学
関
係
で
は
、
糀
町
惣
町
睦
に
お
い
て
、
九
段
四
丁
目
町
会
の
神
輿
に
、
地
元
の
日
本
大
学
の
教
職
員
が
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

法
政
大
学
女
子
ラ
ク
ロ
ス
部
の
メ
ン
バ
ー
が
「
惣
町
」
の
駒
札
を
付
け
た
神
輿
を
女
神
輿
と
し
て
担
い
で
日
枝
神
社
へ
宮
入
す
る（

９
）。

　

神
社
（
本
社
）

　

祭
礼
の
象
徴
と
と
も
に
神
社
（
本
社
）
の
存
在
も
重
要
で
あ
る
。
神
田
祭
で
は
、
神
田
神
社
の
存
在
は
、
結
集
の
た
め
の
核
と
し
て
大

き
な
存
在
感
を
示
す
が
、
山
王
祭
に
お
い
て
も
、
日
枝
神
社
（
本
社
）
お
よ
び
摂
社
（
日
本
橋
）
日
枝
神
社
の
存
在
も
同
様
に
大
き
な
存

在
感
を
示
し
て
い
る
。

　

糀
町
惣
町
睦
の
日
枝
神
社
へ
の
連
合
宮
入
や
茅
場
町
二
・
三
丁
目
町
会
の
日
枝
神
社
へ
の
宮
入
、
下
町
連
合
渡
御
の
摂
社
日
枝
神
社
か

ら
の
宮
出
し
、
八
丁
堀
や
茅
場
町
二
・
三
丁
目
町
会
の
摂
社
日
枝
神
社
へ
の
宮
入
は
山
王
祭
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

山
王
祭
下
町
連
合
に
お
い
て
は
、
日
本
橋
も
結
集
の
た
め
の
核
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
日
本
橋
の
存
在
が
下
町
連
合
渡
御
を

盛
り
上
げ
、
担
ぎ
手
を
集
め
る
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
九
段
三
丁
目
町
会
で
は
、
地
元
の
靖
國
神
社
へ
宮
入
を
行
な
っ
て
い
る
。
六
月
九
日
（
土
）
の
町
内
渡
御
の
途
中
、「
牛
若
丸
」

の
山
車
と
神
輿
が
靖
國
神
社
に
宮
入
し
て
お
祓
い
を
受
け
た
。

　

小
祠

　

町
会
や
連
合
町
会
で
祀
る
小
祠
の
存
在
も
町
内
共
同
を
考
え
る
う
え
で
結
集
の
た
め
の
核
と
し
て
一
定
の
存
在
感
を
持
っ
て
い
る
。
稲

荷
神
社
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
祠
に
お
い
て
は
、
例
祭
日
や
初
午
、
新
年
や
節
分
な
ど
に
町
会
や
地
区
連
合
で
祭
祀
を
行
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な
っ
て
い
る
。
町
会
や
地
区
連
合
の
人
た
ち
が
集
い
、
共
同
を
確
認
す
る
祭
儀
の
場
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

神
田
祭
で
は
、
町
内
で
祀
る
小
祠
に
神
酒
所
が
作
ら
れ
、
小
祠
を
起
点
に
神
輿
や
山
車
の
巡
幸
が
行
な
わ
れ
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ

る
。
幸
徳
稲
荷
神
社
（
小
川
町
連
合
）、
佐
竹
稲
荷
神
社
（
内
神
田
旭
町
町
会
）、
金
山
神
社
（
神
田
東
紺
町
会
）、
柳
森
神
社
（
神
田
須

田
町
二
丁
目
町
会
）、
久
松
稲
荷
大
明
神
（
久
松
町
町
会
）、
濱
町
神
社
（
浜
町
三
丁
目
西
部
町
会
）、
金
比
羅
神
社
（
中
洲
町
会
）
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る（

（1
（

。

　

同
様
に
、
山
王
祭
で
も
町
内
で
祀
る
小
祠
に
神
酒
所
が
作
ら
れ
、
小
祠
を
起
点
に
神
輿
や
山
車
の
巡
幸
が
行
な
わ
れ
て
い
る
事
例
も
見

ら
れ
る
。
麴
町
一
丁
目
町
会
（
太
田
姫
稲
荷
神
社
）、
八
丁
堀
二
丁
目
東
町
会
・
八
丁
堀
三
丁
目
東
町
会
（
日
比
谷
稲
荷
神
社
）、
八
丁
堀

三
丁
目
西
町
会
（
天
祖
神
社
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
麴
町
一
丁
目
町
会
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
麹
町
太
田
姫
稲
荷
神
社
保
存
会
が
祀
る

太
田
姫
稲
荷
神
社
で
は
、
五
月
の
午
の
日
に
祭
り
を
実
施
し
て
同
町
会
の
関
係
者
な
ど
が
集
う（

（1
（

。
八
丁
堀
三
丁
目
西
町
会
で
祀
る
天
祖
神

社
で
は
、
元
旦
祭
や
節
分
祭
、
例
祭
（
日
枝
神
社
の
例
祭
に
併
せ
て
実
施
）
を
行
な
い
、
同
町
会
の
関
係
者
が
参
列
し
て
い
る（

（1
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
山
王
祭
に
お
い
て
も
神
田
祭
と
同
様
に
、
祭
礼
の
象
徴
、
神
社
、
小
祠
と
い
っ
た
結
集
の
た
め
の
核
の
存
在
が
見
ら

れ
る
。（

三
）
個
人
の
活
躍
（
人
的
要
因
）

　

都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
を
つ
な
ぐ
結
集
の
た
め
の
核
は
、
個
人
の
活
躍
、
す
な
わ
ち
人
的
要
因
に
よ
っ
て
誕
生
・
復
活
し
た
り
、
強

化
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
神
田
祭
の
三
つ
目
の
特
徴
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
も
山
王
祭
に
お
い
て
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。

　

神
田
祭
に
お
い
て
、
ま
ず
指
摘
で
き
る
人
的
要
因
は
、
神
田
神
社
の
神
職
の
活
躍
で
あ
る
。
都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
を
つ
な
ぎ
、
祭

礼
の
象
徴
の
誕
生
や
復
活
、
連
合
渡
御
や
宮
入
の
開
始
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
き
た
神
田
神
社
の
神
職
の
力
は
無
視
で
き
な
い
も
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の
が
あ
る
。
特
に
、
神
田
神
社
宮
司
（
現
・
名
誉
宮
司
）・
大
鳥
居
信
史
氏
の
神
田
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
強
い
意
志
が
、
都
市
祝

祭
の
形
成
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
神
田
神
社
宮
司
の
意
志
は
、
神
田
神
社
の
各
神
職
に
も
受
け
継
が
れ
、
文
化
資

源
学
会
と
協
働
で
行
な
う
附
祭
の
復
興
、
神
田
祭
と
「
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
新
た
な
賑
わ
い
の
形
成
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
会
の
担
当
神
職
と
町
会
の
特
定
の
個
人
の
関
わ
り
が
、
室
町
一
丁
目
町
会
の
よ
う
に
神
田
神
社
の
神
輿
宮
入
の
拡
大
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
岩
本
町
二
丁
目
岩
井
会
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
の
「
桃
太
郎
」
山
車
の
神
田
神
社
へ
の
展
示
を
契

機
に
、
二
十
年
振
り
の
神
酒
所
の
設
置
と
、
平
成
二
十
七
年
の
町
会
神
輿
の
町
内
渡
御
の
復
活
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
「
桃
太
郎
」
山
車
の

神
田
神
社
へ
の
展
示
に
お
い
て
も
、
神
田
神
社
宮
司
や
担
当
神
職
が
積
極
的
に
関
わ
り
、「
桃
太
郎
」
山
車
は
最
終
的
に
神
田
明
神
資
料

館
へ
寄
贈
さ
れ
た
。

　

次
に
、
指
摘
で
き
る
の
は
、
町
会
の
個
人
の
活
躍
で
あ
る
。
祭
礼
の
象
徴
の
復
活
や
誕
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
町
会
の
特

定
の
個
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
須
田
町
中
部
町
会
の
「
元
祖
女
み
こ
し
」
の
誕
生
（
当
時
の
町
会
長
の
Ｇ
・
Ｙ
氏
や
婦
人
部
長
の
Ｋ
・
Ｏ
氏

な
ど
）、
紺
屋
町
南
町
会
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
神
輿
の
誕
生
（
当
時
の
町
会
役
員
の
Ｓ
・
Ｉ
氏
）、
神
臺
會
の
神
輿
の
復
活
（
町
会
長
の
Ｔ
・

Ｎ
氏
）
と
秋
葉
原
中
央
通
り
の
連
合
渡
御
「
お
ま
つ
り
広
場
」
の
形
成
な
ど
、
多
彩
で
個
性
的
な
個
人
の
活
躍
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
神
田
神
社
の
神
職
と
個
人
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
神
田
祭
に
は
不
特
定
多
数
の
個
人
が
観
客
や
参
加
者
と
し
て
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
神
田
祭
で
は
、
神
田
神
社
の
神
職
、
町
会
の
特
定
の
個
人
が
挙
げ
ら
れ
、
両
者
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
不
特
定
多
数
の

個
人
が
観
客
や
神
輿
の
担
ぎ
手
と
し
て
参
加
す
る
都
市
祝
祭
の
場
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
神
田
神
社
の
神
職
と
町
会
の
個
人
が
祭
り
を

通
じ
て
神
社
と
町
会
を
つ
な
い
で
い
る
。
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神
田
神
社
の
神
職
は
、
神
幸
祭
や
御
魂
入
れ
と
い
っ
た
祭
儀
を
厳
粛
に
執
行
す
る
の
み
な
ら
ず
、
神
田
神
社
へ
の
宮
入
や
、
秋
葉
原
中

央
通
り
の
「
お
ま
つ
り
広
場
」
と
い
っ
た
連
合
渡
御
、
附
祭
な
ど
、
都
市
祝
祭
の
場
の
形
成
に
も
力
点
を
置
い
て
い
る
。
神
田
祭
で
は
、

神
田
神
社
が
『
神
田
祭
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（

（1
（

』
を
毎
回
製
作
し
て
い
る
。
ま
た
、
神
田
神
社
へ
の
宮
入
の
指
揮
も
神
田
神
社
大
鳥
居
横
に

櫓
を
設
け
て
神
田
神
社
の
神
職
が
行
な
い
、
秋
葉
原
中
央
通
り
の
「
お
ま
つ
り
広
場
」
の
式
典
に
も
神
田
神
社
宮
司
が
参
加
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
御
魂
抜
き
（
返
し
）
に
つ
い
て
は
実
施
率
が
少
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

一
方
、
山
王
祭
に
お
い
て
も
個
人
の
活
躍
が
見
ら
れ
る
。
日
枝
神
社
の
神
職
、
町
会
や
連
合
町
会
の
個
人
の
活
躍
に
よ
っ
て
不
特
定
多

数
の
個
人
が
観
客
や
神
輿
の
担
ぎ
手
と
し
て
参
加
す
る
都
市
祝
祭
の
場
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

特
に
、
都
市
祝
祭
の
場
の
形
成
に
は
、
下
町
連
合
や
糀
町
惣
町
睦
の
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
が
窺
わ
れ
る
。
下
町
連
合
で
は
、
八
重
洲
一
丁

目
中
町
会
会
長
の
Ｔ
・
Ｆ
氏
（
昭
和
十
二
年
生
）、
日
本
橋
七
之
部
連
合
町
会
（
茅
場
町
）
会
長
の
Ｔ
・
Ａ
氏
（
昭
和
十
二
年
生
）、
日
本

橋
六
之
部
連
合
町
会
会
長
の
Ｓ
・
Ｓ
氏
（
昭
和
十
四
年
生
）、
京
橋
一
丁
目
東
町
会
の
Ｍ
・
Ｔ
氏
（
昭
和
二
十
二
年
生
）、
八
丁
堀
三
丁
目

西
町
会
会
長
の
Ｍ
・
Ｄ
氏
（
昭
和
二
十
二
年
生
）、
八
丁
堀
四
丁
目
東
町
会
会
長
の
Ｋ
・
Ｍ
氏
（
昭
和
二
十
二
年
生
）、
下
町
連
合
代
表
の

Ａ
・
Ｔ
氏
（
昭
和
三
十
六
年
生
）、
京
橋
は
じ
め
会
の
Ｎ
・
Ｓ
氏
（
昭
和
三
十
七
年
生
）、
日
八
会
の
Ｍ
・
Ｙ
氏
（
昭
和
四
十
二
年
生
）、

茅
場
町
の
Ｋ
・
Ｎ
氏
（
昭
和
四
十
一
年
生
）
ら
が
活
躍
し
、
青
年
部
の
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
と
と
も
に
、
長
老
世
代
を
説
得
し
て
新
た

な
都
市
祝
祭
の
場
を
形
成
し
た（

（1
（

。
こ
う
し
た
下
町
連
合
、
あ
る
い
は
糀
町
惣
町
睦
の
メ
ン
バ
ー
が
各
連
合
町
会
を
構
成
す
る
町
会
を
つ
な

い
で
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
下
町
連
合
や
糀
町
惣
町
睦
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
御
防
講
の
講
員
（
た
と
え
ば
、
下
町
連
合
代
表
の
Ａ
・
Ｔ
氏
、
八
丁
堀
の

Ｍ
・
Ｄ
氏
や
Ｋ
・
Ｍ
氏
、
糀
町
惣
町
睦
の
Ｈ
・
Ｓ
氏
な
ど
）
が
下
町
連
合
と
糀
町
惣
町
睦
を
つ
な
い
で
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
平
成
二

十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
再
興
さ
れ
た
御
防
講
の
講
員
を
媒
介
に
、
下
町
連
合
と
糀
町
惣
町
睦
が
祭
り
を
通
じ
て
神
社
と
町
会
を
つ
な
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ぐ
。

　

日
枝
神
社
の
神
職
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
神
幸
祭
や
御
魂
入
れ
・
御
魂
抜
き
（
返
し
）
の
執
行
な
ど
、
祭
儀
に
力
点
を
置
い
て
い

る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
特
に
、
御
魂
入
れ
の
み
な
ら
ず
、
御
魂
抜
き
も
祭
員
二
名
で
厳
粛
に
執
行
し
、
高
い
実
施
率
を
保
っ
て
い
る
。

　

日
枝
神
社
宮
司
の
宮
西
修
治
氏
が
著
し
た
『
現
代
祝
詞
例
文
撰
集
』
に
は
、
山
王
祭
に
お
け
る
「
御
魂
入
」
と
「
御
魂
抜
」
の
祝
詞
例

文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と（

（1
（

か
ら
も
、
特
に
神
事
の
執
行
を
重
視
す
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

　

山
王
祭
で
は
、
下
町
連
合
と
糀
町
惣
町
睦
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
山
王
祭
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
製
作
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
平
成
三
十
年

の
山
王
祭
で
は
、
糀
町
惣
町
睦
の
連
合
宮
入
に
お
い
て
は
御
防
講
の
講
員
が
、
下
町
連
合
渡
御
に
お
い
て
は
下
町
連
合
の
メ
ン
バ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
神
輿
の
巡
幸
を
指
揮
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
一
方
で
、
日
枝
神
社
の
神
職
も
連
合
宮
入
や
下
町
連
合
渡
御
の
先
頭
に

お
い
て
お
祓
い
を
し
な
が
ら
進
む
な
ど
、
神
事
の
執
行
を
中
心
に
関
わ
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
神
田
祭
で
は
神
田
神
社
の
神
職
と
町
会
の
個
人
の
活
躍
が
と
も
に
祭
儀
や
都
市
祝
祭
の
維
持
・
拡
大
に
影
響
を
与
え

て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
山
王
祭
で
は
日
枝
神
社
の
神
職
は
神
幸
祭
な
ど
の
祭
儀
を
中
心
に
活
躍
し
、
下
町
連
合
や
糀
町
惣
町
睦
の
メ

ン
バ
ー
の
活
躍
が
連
合
町
会
と
個
別
町
会
を
つ
な
ぎ
、
都
市
祝
祭
の
維
持
・
拡
大
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
下
町
連
合
や
糀
町
惣
町
睦

の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
御
防
講
の
講
員
を
媒
介
に
祭
儀
と
都
市
祝
祭
を
つ
な
い
で
い
る
。
つ
ま
り
、
神
田
祭
と
山
王
祭
で
は
個
人
の
活
躍

（
人
的
要
因
）
の
構
成
要
素
に
違
い
が
あ
る
と
い
え
る
。

（
四
）
企
業
の
参
加

　

神
田
祭
の
四
つ
目
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
「
企
業
の
参
加
」
に
つ
い
て
、
山
王
祭
に
お
い
て
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
具
体
的
な
共
通

点
と
し
て
、
神
田
祭
、
山
王
祭
と
も
に
金
曜
日
の
夜
の
祭
り
を
実
施
し
、
そ
こ
に
企
業
の
参
加
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
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神
田
祭
で
は
、
鍛
冶
町
一
丁
目
町
会
、
鍛
冶
町
二
丁
目
町
会
、
神
田
須
田
町
二
丁
目
町
会
、
紺
屋
町
南
町
会
、
外
神
田
三
丁
目
金
澤
町

会
な
ど
で
金
曜
日
の
神
輿
巡
幸
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
栄
町
会
で
は
、
金
曜
日
の
夜
に
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
と
い
う
地
元
企
業
と
の

懇
親
の
場
を
設
け
て
い
る（

（1
（

。

　

山
王
祭
の
下
町
連
合
で
は
、
京
橋
一
之
部
連
合
町
会
、
日
本
橋
三
丁
目
西
町
会
、
江
戸
橋
連
合
（
日
本
橋
一
丁
目
東
町
会
・
日
本
橋
二

丁
目
町
会
・
日
本
橋
三
丁
目
東
町
会
）、
茅
場
町
一
丁
目
町
会
、
茅
場
町
二
・
三
丁
目
町
会
、
兜
町
町
会
な
ど
で
、
金
曜
日
の
夜
の
神
輿

巡
幸
を
実
施
し
て
い
る
。
八
丁
堀
一
丁
目
町
会
、
八
丁
堀
三
丁
目
西
町
会
、
八
丁
堀
四
丁
目
東
町
会
な
ど
で
は
、
金
曜
日
の
夜
に
ビ
ー
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
と
い
う
懇
親
の
場
を
設
け
て
い
る（

（1
（

。
糀
町
惣
町
睦
で
は
、
九
段
四
丁
目
町
会
が
金
曜
日
の
十
八
時
か
ら
町
内
渡
御
を
実
施
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
日
曜
日
に
実
施
さ
れ
た
連
合
渡
御
に
も
多
く
の
企
業
が
参
加
す
る
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
神
田
祭
で
は
、
岩
本
町
三
丁
目
町

会
の
神
輿
に
山
崎
製
パ
ン
、
本
間
組
、
田
島
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
、
貝
印
、
神
田
和
泉
町
町
会
の
神
輿
に
Ｙ
Ｋ
Ｋ
、
凸
版
印
刷
、
須
田
町
北
部

町
会
の
神
輿
に
り
そ
な
銀
行
、
新
日
鉄
興
和
不
動
産
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
Ｊ
Ｒ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
テ
ー
リ
ン
グ
、
み
ず
ほ
銀

行
、
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
（
大
手
・
丸
の
内
町
会
）
の
大
神
輿
に
三
菱
地
所
、
三
井
物
産
、
三
井
生
命
保
険
、
物
産
不
動
産
、
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
、
竹
中
工
務
店
、
プ
ロ
ミ
ス
、
丸
紅
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
、
三
菱
不
動
産
な
ど
の
企
業
が
参
加
し
た（

（2
（

。

　

山
王
祭
で
は
、
六
月
十
日
（
日
）
の
下
町
連
合
渡
御
に
は
、
京
橋
宝
町
会
の
神
輿
に
清
水
建
設
、
日
本
橋
一
丁
目
町
会
の
神
輿
に
野
村

證
券
、
野
村
不
動
産
、
三
井
不
動
産
、
国
分
、
み
ず
ほ
銀
行
、
日
本
橋
通
二
丁
目
町
会
に
水
戸
証
券
、
日
本
橋
髙
島
屋
、
丸
善
、
三
井
不

動
産
、
住
友
不
動
産
、
八
重
洲
一
丁
目
中
町
会
（
檜
物
町
）
の
神
輿
に
東
京
建
物
な
ど
の
企
業
が
参
加
し
た（

（2
（

。

　

一
方
、
企
業
の
参
加
に
お
い
て
、
神
田
祭
と
山
王
祭
に
は
差
異
も
見
ら
れ
る
。
神
田
祭
の
神
幸
祭
は
土
曜
日
に
実
施
さ
れ
る
た
め
、
渡

御
ル
ー
ト
に
お
い
て
会
社
員
の
出
迎
え
の
光
景
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
山
王
祭
の
神
幸
祭
は
金
曜
日
に
実
施
さ
れ
る
た
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め
、
渡
御
ル
ー
ト
に
お
い
て
、
午
前
中
の
麴
町
エ
リ
ア
で
は
会
社
員
に
よ
る
出
迎
え
の
光
景
を
複
数
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
五
）
非
日
常
化
す
る
イ
ベ
ン
ト

　

神
田
祭
の
五
つ
目
の
特
徴
も
山
王
祭
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
祭
り
の
日
常
化
」（「
脱
日
常
化
し
に
く
い
祭
り（

（2
（

」）
が
指
摘
さ
れ
る
今
日
、
神
田
祭
で
は
、
観
客
が
多
数
を
占
め
る
連
合
渡
御
や
神
田

神
社
へ
の
宮
入
に
お
い
て
、
非
日
常
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
神
田
神
社
へ
の
宮
入
で
は
、
神
社
境
内
の
神
輿
と
そ
の
参
加
者
、

観
客
、
参
拝
者
な
ど
で
ご
っ
た
返
し
カ
オ
ス
化
し
、
否
応
な
く
祭
り
が
非
日
常
化
す
る
。
そ
こ
に
は
、
お
囃
子
の
音
、
神
輿
の
掛
け
声
、

屋
台
（
出
店
）
な
ど
、
五
感
に
働
き
か
け
る
要
素
も
揃
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
田
神
社
の
聖
性
に
よ
っ
て
、
境
内
の
賑
わ
い
が
作
ら

れ
、
宮
入
で
は
非
日
常
性
を
帯
び
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
神
社
の
聖
性
は
、
日
々
の
神
職
に
よ
る
祭
祀
や
活
動
、
あ
る
い
は
氏
子
町
会

の
特
定
の
個
人
や
崇
敬
者
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
輿
宮
入
の
場
面
に
お
い
て
、
神
輿
を
担
ぐ
参
加
者
や
祭
り
を
見
る
観
客

に
と
っ
て
は
、
少
な
く
と
も
「
非
日
常
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
に
都
市
祝
祭
と
し
て
の
神
田
祭
の
賑
わ
い

が
あ
る（

（2
（

。

　

ま
た
、
多
数
の
神
輿
が
集
ま
る
「
お
ま
つ
り
広
場
」（
秋
葉
原
中
央
通
り
の
連
合
渡
御
）
な
ど
も
、
少
な
く
と
も
「
非
日
常
化
す
る
イ

ベ
ン
ト
」
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

山
王
祭
に
お
い
て
も
、
京
橋
か
ら
日
本
橋
に
至
る
中
央
通
り
の
下
町
連
合
渡
御
、
特
に
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
日
本
橋
で
の
連
合
渡
御
の

場
面
は
、
日
本
橋
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
多
数
の
観
客
の
存
在
、
高
張
提
灯
を
持
っ
て
行
く
手
を
遮
る
室
町
一
丁
目
会
と
本
町
一
丁
目
町
会

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
、
神
輿
の
担
ぎ
手
も
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
こ
こ
で
も
、
少
な
く
と
も
「
非
日
常
化
す
る
イ
ベ
ン

ト
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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ま
た
、
糀
町
惣
町
睦
の
日
枝
神
社
へ
の
連
合
宮
入
も
そ
う
し
た
性
格
を
持
つ
と
考

え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
山
王
祭
に
お
い
て
も
、
神
田
祭
と
同
様
に
、
五
つ
の
特
徴
（
要

素
）
が
見
ら
れ
、
こ
の
五
つ
の
特
徴
を
も
と
に
都
市
祝
祭
と
し
て
の
山
王
祭
が
拡
大

し
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。

二
、
戦
後
の
山
王
祭
下
町
連
合
の
行
事
変
化

　

次
に
、
近
年
の
山
王
祭
下
町
連
合
の
興
隆
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
都
市
祝
祭
の
場
が

形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

神
田
祭
で
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
の
神
田
祭
調
査
か
ら
、
こ
こ
十
年
以
内
に
神
田
神
社
へ
の
神
輿
宮
入
を
開
始
し
た
町
会

が
複
数
存
在
し
、
秋
葉
原
中
央
通
り
で
連
合
渡
御
を
行
な
う
「
お
ま
つ
り
広
場
」
は
平
成
六
年
に
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
、
縮
小
し
て
い
た

町
会
の
神
田
祭
が
祭
礼
の
象
徴
の
誕
生
や
復
活
に
よ
っ
て
、
祭
り
が
盛
ん
に
な
り
、
地
域
社
会
が
再
活
性
化
す
る
事
例
が
見
ら
れ
た
。

　

つ
ま
り
、
地
域
社
会
の
変
容
と
い
う
社
会
変
動
に
対
し
て
祭
り
が
衰
退
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
社
会
変
動
に
対
し
て
祭
り
を
盛
ん
に

し
て
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
、
神
田
祭
の
お
お
よ
そ
五
十
年
の
盛
衰
か
ら
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た（

（2
（

。

　

そ
れ
で
は
、
山
王
祭
下
町
連
合
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
連
合
町
会
ご
と
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー（

（2
（

か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
事
実
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

写真３
糀町惣町睦の日枝神社への連合宮入

（平成30年、筆者撮影）
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（
一
）
日
本
橋
（
日
本
橋
六
之
部
連
合
町
会
）

　

か
つ
て
は
商
店
が
広
が
り
、
住
み
込
み
の
従
業
員
も
い
た
が
、
戦
後
、
住
民
が
減
り
、
一
時
期
、
神
輿
渡
御
が
途
絶
え
た
。
昭
和
三
十

年
代
に
日
本
橋
一
丁
目
町
会
や
日
本
橋
二
丁
目
町
会
な
ど
で
神
輿
を
新
調
し
た
。
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
は
、
日
本
橋
の
青
年
部
の

横
の
つ
な
が
り
を
作
る
べ
く
「
日
八
会
」
を
結
成
し
た
。
同
じ
頃
（
今
か
ら
約
三
十
年
前
）、
山
王
祭
に
お
い
て
中
央
通
り
の
連
合
渡
御

を
開
始
し
た
。

（
二
）
茅
場
町
（
日
本
橋
七
之
部
町
会
）

　

か
つ
て
は
職
人
の
町
で
あ
っ
た
が
、
住
民
が
減
り
、
子
供
も
減
少
し
た
。
戦
前
か
ら
「
睦
会
」
と
い
う
祭
り
の
た
め
の
組
織
が
あ
っ
た

が
、
戦
後
、
青
年
部
が
縮
小
す
る
な
か
で
、
今
か
ら
約
四
十
五
年
前
に
「
歩
会
」
と
い
う
町
の
行
事
を
手
伝
う
組
織
を
結
成
し
た
。
そ
の

後
、
歩
会
自
体
も
、
高
齢
化
す
る
な
か
で
、
下
町
連
合
へ
参
加
し
、
横
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
。

　

山
王
祭
で
は
、
土
曜
日
（
神
幸
祭
の
翌
日
）
に
、
阪
本
小
学
校
の
学
校
公
開
と
一
緒
に
子
供
神
輿
と
山
車
の
渡
御
を
実
施
し
て
い
る
。

　

山
王
祭
以
外
に
、
餅
つ
き
や
納
涼
祭
、
ス
イ
カ
割
り
、
手
持
ち
花
火
大
会
と
い
っ
た
行
事
を
開
催
し
て
い
る
。

（
三
）
京
橋
（
京
橋
一
之
部
連
合
町
会
）

　

町
は
バ
ブ
ル
期
に
一
気
に
変
貌
し
、
住
民
は
わ
ず
か
に
な
っ
た
。
連
合
町
会
長
で
八
重
洲
二
丁
目
北
町
会
長
の
Ｎ
・
Ｆ
氏
（
昭
和
四
年

［
一
九
二
九
］
生
）
は
、「
う
ち
の
町
会
は
、
わ
ず
か
な
町
の
人
と
二
十
六
社
ほ
ど
の
会
社
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

今
か
ら
二
十
年
前
頃
、
京
橋
の
青
年
部
で
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
べ
く
「
京
橋
は
じ
め
会
」
を
結
成
し
た
。

　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
頃
、
宵
宮
に
京
橋
と
日
本
橋
の
神
輿
乗
り
入
れ
を
実
施
し
、
そ
れ
が
下
町
連
合
の
結
成
に
つ
な
が
っ
た
。
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現
在
、
金
曜
日
（
神
幸
祭
）
の
夜
に
は
地
域
の
会
社
員
限
定
で
宵
宮
を
、
土
曜
日
の
夜
に
は
京
橋
連
合
の
神
輿
渡
御
を
実
施
し
て
い

る
。（

四
）
八
丁
堀
（
京
橋
七
之
部
連
合
町
会
）

　

か
つ
て
印
刷
・
製
本
関
係
、
鉄
鋼
問
屋
と
い
っ
た
職
人
の
町
で
あ
っ
た
。
す
ず
ら
ん
通
り
に
は
、
生
活
必
需
品
や
小
売
の
商
店
が
並

び
、
賑
わ
い
が
あ
っ
た
。
戦
後
、
町
は
変
貌
し
住
民
は
減
っ
た
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
頃
か
ら
人
口
は
増

加
に
転
じ
た
。

　

茅
場
町
に
あ
る
摂
社
（
日
本
橋
）
日
枝
神
社
へ
の
宮
入
は
古
く
か
ら
行
な
っ
て
い
た
が
、
戦
後
一
時
途
絶
え
た
。
昭
和
四
十
一
年
（
一

九
六
六
）
頃
、「
八
丁
堀
祭
盛
会
」
と
い
う
同
好
会
が
結
成
さ
れ
た
。

　

今
か
ら
二
十
六
年
前
に
土
曜
日
（
神
幸
祭
翌
日
）
の
朝
、
摂
社
へ
代
表
（
連
合
町
会
会
長
の
町
会
）
の
神
輿
一
基
の
宮
入
を
復
活
さ

せ
、
八
丁
堀
連
合
渡
御
も
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
十
二
年
に
は
日
枝
神
社
本
社
へ
の
宮
入
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
下
町
連
合
へ
参
加
し
、
平
成
二
十
四
年
か
ら
摂
社
日
枝
神
社
か
ら

日
本
橋
へ
の
連
合
渡
御
を
開
始
し
た
。

　

現
在
、
金
曜
日
の
夜
に
は
、
企
業
向
け
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
や
町
内
渡
御
を
実
施
し
て
い
る
。

（
五
）
下
町
連
合
の
行
事
変
化（

（2
（

　

以
上
の
連
合
町
会
ご
と
の
変
化
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
次
に
下
町
連
合
全
体
の
行
事
変
化
に
つ
い
て
年
代
順
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
頃　

京
橋
七
之
部
連
合
町
会
と
し
て
八
丁
堀
エ
リ
ア
の
連
合
渡
御
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
一
時
中
断
さ
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れ
た
。

　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）、
日
本
橋
六
之
部
連
合
町
会
の
青
年
部
で
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
べ
く
「
日
八
会
」
を
結
成
し
た
。
同
年
、

「
日
本
橋
六
之
部
オ
ー
タ
ム
ま
つ
り
」
と
し
て
西
河
岸
地
蔵
寺
の
縁
日
を
復
活
し
た
。
縁
日
の
復
活
に
は
、
八
重
洲
一
丁
目
中
町
会
会
長

の
Ｔ
・
Ｆ
氏
（
昭
和
十
二
年
生
）
の
活
躍
が
あ
っ
た（

（2
（

。

　

同
じ
頃
、
日
本
橋
で
中
央
通
り
の
連
合
渡
御
を
開
始
し
た
。

　

平
成
五
年
、
皇
太
子
殿
下
（
今
上
天
皇
陛
下
）
の
御
成
婚
を
奉
祝
し
て
、
日
枝
神
社
の
氏
子
地
域
の
代
表
が
集
ま
り
、
中
央
通
り
を
新

橋
か
ら
日
本
橋
ま
で
神
輿
で
凱
旋
す
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、
Ｈ
・
Ｓ
氏
に
よ
れ
ば
、
同
じ
氏
子
で
も
全
く
接
点
が
な
か
っ
た
が
、「
奉
祝

を
機
に
き
ず
な
が
生
ま
れ
、〝
オ
ー
ル
山
王
〟
で
氏
神
様
に
ご
奉
仕
し
た
い
。
神
田
明
神
に
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
日
枝
神
社
に
も
御
防
講

を
復
興
さ
せ
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
た
」
と
い
う（

（2
（

。

　

平
成
六
年
、
京
橋
七
之
部
連
合
町
会
青
年
部
に
よ
る
「
山
王
会
」
が
八
丁
堀
の
連
合
渡
御
を
復
活
し
た
。

　

平
成
十
年
頃　

京
橋
一
之
部
連
合
町
会
の
青
年
部
で
「
京
橋
は
じ
め
会
」
を
結
成
し
た
。

　

平
成
十
二
年
、
宵
宮
に
京
橋
と
日
本
橋
の
神
輿
乗
り
入
れ
を
実
施
し
た
。
平
成
十
二
年
頃
、
日
八
会
（
日
本
橋
六
之
部
連
合
青
年
部
）

か
ら
京
橋
に
「
会
合
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
打
診
が
あ
り
、
京
橋
一
丁
目
東
町
会
の
Ｍ
・
Ｔ
氏
（
昭
和
二
十
二
年
生
）
と
京
橋
二

丁
目
西
町
会
の
Ｔ
氏
が
参
加
し
た
。
そ
こ
で
、「
宵
宮
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
日
本
橋
と
京
橋
と
、
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
話

が
出
て
、「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
、
当
時
の
江
戸
消
防
記
念
会
会
長
で
日
本
橋
「
ろ
組
」
の
鳶
頭
Ｙ
・

Ｋ
氏
（
昭
和
八
年
生
）
な
ど
の
理
解
と
仲
介
を
得
て
、
京
橋
の
他
町
会
を
説
得
し
て
、
平
成
十
二
年
に
宵
宮
の
乗
り
入
れ
を
実
現
し
た
と

い
う
。
こ
の
平
成
十
二
年
の
宵
宮
で
は
、
日
本
橋
三
丁
目
の
神
輿
が
京
橋
へ
迎
え
に
行
き
、
京
橋
三
丁
目
の
神
輿
と
一
緒
に
日
本
橋
ま
で

戻
っ
て
、
宵
宮
を
実
施
し
た（

（2
（

。
こ
の
宵
宮
の
京
橋
と
日
本
橋
の
神
輿
乗
り
入
れ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
下
町
連
合
の
結
成
に
つ
な
が
っ
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た
。

　

同
年
、
八
丁
堀
が
日
枝
神
社
本
社
へ
の
宮
入
を
実
施
し
た
。

　

平
成
十
四
年
、
二
回
目
の
宵
宮
の
京
橋
と
日
本
橋
の
神
輿
乗
り
入
れ
を
実
施
し
た
。
こ
の
と
き
、
京
橋
一
丁
目
と
京
橋
二
丁
目
の
神
輿

も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
中
央
通
り
と
八
重
洲
通
り
の
交
差
点
に
日
本
橋
と
京
橋
の
神
輿
五
基
が
集
合
し
た（

（3
（

。

　

平
成
十
五
年
三
月
に
「
日
本
橋
創
架
四
百
年
祭
」
が
実
施
さ
れ
、
同
年
十
一
月
に
は
江
戸
開
府
四
百
年
「
江
戸
天
下
祭
」
を
開
催
し

た
。

　

平
成
十
六
年
、
三
回
目
の
宵
宮
の
京
橋
と
日
本
橋
の
神
輿
乗
り
入
れ
を
実
施
し
、
京
橋
の
神
輿
が
全
基
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た（

（3
（

。

　

同
じ
頃
（
平
成
二
十
六
年
の
十
年
前
）、
山
王
祭
に
お
い
て
、
神
田
神
社
の
氏
子
で
あ
る
室
町
一
丁
目
会
と
本
町
一
丁
目
町
会
に
よ
る

日
本
橋
で
の
出
迎
え
が
開
始
さ
れ
た（

（3
（

。

　

平
成
十
八
年
、
下
町
連
合
渡
御
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
は
、
日
本
橋
・
京
橋
・
茅
場
町
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
下
町
連
合
を
結

成
し
た
背
景
に
は
、「
祭
り
の
魅
力
を
高
め
て
、
担
ぎ
手
を
増
や
す
」
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た（

（3
（

。

　

平
成
二
十
年
、
八
丁
堀
（
京
橋
七
之
部
連
合
町
会
）
が
下
町
連
合
渡
御
に
参
加
し
た
。
同
年
の
山
王
祭
は
、
天
皇
陛
下
御
在
位
二
十
年

奉
祝
大
祭
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
神
幸
祭
か
ら
中
央
通
り
を
渡
御
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
天
皇
陛
下
御
在
位
二
十
年
奉

祝
行
事
の
直
会
の
席
上
、
江
戸
消
防
記
念
会
会
長
（
当
時
）
の
Ｙ
・
Ｋ
氏
か
ら
日
枝
神
社
宮
司
（
当
時
）
の
宮
西
惟
道
氏
に
日
枝
御
防
講

の
再
興
を
進
言
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
に
再
興
が
叶
う
こ
と
に
な
っ
た（

（3
（

。

　

下
町
連
合
の
結
成
に
よ
り
、
日
本
橋
・
京
橋
・
茅
場
町
・
八
丁
堀
の
交
流
は
増
え
て
「
地
元
」
が
広
が
り
、
他
の
町
会
の
組
織
や
仕
来

た
り
に
触
れ
る
機
会
が
で
き
自
分
た
ち
の
町
会
を
見
直
す
良
い
刺
激
に
な
っ
た
と
い
う（

（3
（

。

　

た
だ
し
、
下
町
連
合
の
結
成
に
は
、
各
町
会
の
青
年
部
同
志
で
は
す
ん
な
り
話
が
進
ん
だ
が
、「
何
よ
り
大
変
だ
っ
た
の
が
親
父
た
ち
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の
世
代
を
説
得
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
連
合
の
前
に
、
町
内
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
や
ら
な
き
ゃ
だ
め
だ
」、「
な
ん
で
他
の
地

区
に
出
て
行
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
」、「
お
前
た
ち
に
は
ま
だ
早
い
」
と
い
っ
た
批
判
に
対
し
、
粘
り
強
く
対
話
を
重
ね
、
一
歩
一
歩

前
進
す
る
形
で
下
町
連
合
を
広
げ
て
き
た
と
い
う（

（3
（

。
つ
ま
り
、
下
町
連
合
に
参
加
す
る
町
会
青
年
部
の
個
人
の
活
躍
も
大
き
い
と
い
え

る
。

　

平
成
二
十
二
年
、
日
枝
御
防
講
が
八
十
年
振
り
に
再
興
さ
れ
た（

（3
（

。

　

平
成
二
十
四
年
、
下
町
連
合
渡
御
に
お
い
て
摂
社
（
日
本
橋
）
日
枝
神
社
か
ら
の
宮
出
し
が
開
始
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
六
年
、
茅
場
町
一
丁
目
町
会
の
神
輿
が
六
月
十
三
日
（
金
）
の
宵
宮
に
お
い
て
約
十
六
年
振
り
に
町
内
巡
幸
を
実
施
し
た
。

こ
の
年
の
下
町
連
合
渡
御
か
ら
、
中
央
通
り
を
全
面
封
鎖
し
渡
御
を
行
な
っ
た
。

　

平
成
二
十
八
年
、
佐
倉
か
ら
山
車
が
里
帰
り
し
て
下
町
連
合
渡
御
に
参
加
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
山
王
祭
下
町
連
合
に
お
い
て
も
、
こ
こ
三
十
年
で
祭
り
が
拡
大
し
、
都
市
祝
祭
の
場
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
下
町
連
合
の
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
と
と
も
に
、
当
時
の
江
戸
消
防
記
念
会
会
長
・
日
本
橋
「
ろ
組
」
の
鳶
頭
Ｙ
・
Ｋ

氏
の
活
躍
も
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
皇
太
子
殿
下
（
今
上
天
皇
陛
下
）
の
御
成
婚
や
江
戸
開
府
四
百
年
・
日
本
橋
創
架
四
百
年

祭
、
天
皇
陛
下
御
在
位
二
十
年
奉
祝
大
祭
な
ど
記
念
す
べ
き
年
と
都
市
祝
祭
の
場
の
形
成
も
関
係
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。

三
、
山
王
祭
下
町
連
合
の
「
祭
り
の
評
価
」

　

こ
う
し
た
都
市
祝
祭
と
し
て
の
要
素
が
拡
大
す
る
一
方
で
、
町
内
の
祭
り
と
し
て
の
役
割
も
増
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
の
神
田
祭
を
対
象
と
し
た
調
査
か
ら
、
神
田
神
社
へ
宮
入
を
実
施
し
た
五
十
四
町
会
（
参
考
事
例
二
町
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会
を
含
む
）
と
二
連
合
（
錦
連
合
と
小
川
町
連
合
）
を
対
象
に
、
町
会
に
と
っ
て
神
田
祭
が
ど
の
よ
う
な
場
に
な
っ
て
い
る
か
を
質
問
す

る
と
、
類
似
例
を
含
み
「
地
域
・
町
会
（
町
会
員
）
の
結
束
や
絆
の
確
認
、
親
睦
や
活
性
化
の
場
」
が
三
十
三
町
会
、「
伝
統
・
ブ
ラ
ン

ド
」
が
十
二
町
会
、「
町
内
・
町
会
で
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
」
が
十
町
会
の
順
の
回
答
と
な
っ
た
。

　

神
田
祭
で
は
、「
祭
り
を
や
る
た
め
に
町
会
が
あ
る
」（
神
田
和
泉
町
町
会
）、「
お
祭
り
は
町
会
の
最
後
の
拠
り
所
」（
岩
本
町
一
丁
目
町

会
）
な
ど
、「
地
域
」
や
「
町
内
」
を
強
調
し
た
評
価
が
多
く
、
伝
統
や
ブ
ラ
ン
ド
力
を
有
し
、
町
会
の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
た
め
の

最
大
の
行
事
と
し
て
神
田
祭
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（3
（

。

　

で
は
、
山
王
祭
は
町
会
や
連
合
町
会
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
場
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
下
町
連
合
の
主
だ
っ
た
人
た
ち
の
「
祭

り
の
評
価（

（3
（

」
に
耳
を
傾
け
て
み
た
い
。

（
一
）
日
本
橋
（
日
本
橋
六
之
部
連
合
町
会
）

　

連
合
町
会
会
長
の
Ｓ
・
Ｓ
氏
（
昭
和
十
四
年
［
一
九
三
九
］
生
）
は
、「
祭
り
は
、
つ
な
が
り
で
す
ね
。
祭
り
は
、
ど
こ
か
の
企
業
さ

ん
に
頼
む
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
町
内
の
よ
く
知
っ
て
い
る
人
が
仕
切
ら
な
い
と
や
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

地
元
に
い
る
人
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
い
と
祭
り
は
で
き
な
い
し
、
や
っ
て
も
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
。

　

八
重
洲
一
丁
目
中
町
会
会
長
の
Ｔ
・
Ｆ
氏
（
昭
和
十
二
年
生
）
は
、
祭
り
を
続
け
る
の
は
、「
伝
統
的
な
お
祭
り
を
な
く
し
た
く
な
い

と
い
う
、
た
だ
一
心
」
で
、
祭
り
は
商
業
イ
ベ
ン
ト
と
は
違
い
、
長
年
培
っ
た
伝
統
的
な
力
で
、
地
元
住
民
と
密
着
し
た
も
の
で
な
い
と

続
か
な
い
と
い
う
。
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（
二
）
茅
場
町
（
日
本
橋
七
之
部
連
合
町
会
）

　

連
合
町
会
会
長
の
Ｔ
・
Ａ
氏
（
昭
和
十
二
年
［
一
九
三
七
］
生
）
は
、「
昔
は
町
の
祭
り
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
年
寄
り
や
壮
年
、
青
年
、

子
供
や
赤
ん
坊
も
い
て
、
そ
れ
が
一
体
と
な
っ
た
の
が
祭
り
で
し
た
」
と
話
す
。
だ
か
ら
、
山
王
祭
は
町
の
根
幹
で
、
神
輿
も
町
内
を
く

ま
な
く
巡
り
、
町
の
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
と
い
う
。

　

連
合
町
会
青
年
部
部
長
の
Ｋ
・
Ｎ
氏
（
昭
和
四
十
一
年
生
）
は
、
山
王
祭
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
地
域
の
現
状
を
冷
静
に
見
て
「
祭

り
は
、
初
め
て
の
方
や
新
し
い
住
民
の
方
に
と
っ
て
、
敷
居
が
高
く
、
入
り
づ
ら
い
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
祭
り
に
入
っ

て
い
た
だ
く
前
に
、
地
域
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
で
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
事
」
と
い
う
。

（
三
）
京
橋
（
京
橋
一
之
部
連
合
町
会
）

　

連
合
町
会
青
年
部
（
京
橋
は
じ
め
会
）
会
長
の
Ｎ
・
Ｓ
氏
（
昭
和
三
十
七
年
［
一
九
六
二
］
生
）
は
、「
再
開
発
が
進
ん
で
、
町
内
の

ほ
と
ん
ど
が
企
業
に
な
っ
た
と
き
に
、
町
の
昔
か
ら
の
人
も
企
業
も
唯
一
、
つ
な
が
れ
る
の
は
祭
り
だ
と
思
い
ま
す
。
祭
り
は
神
事
で
す

が
、
最
後
は
町
の
つ
な
が
り
で
す
」
と
い
う
。

（
四
）
八
丁
堀
（
京
橋
七
之
部
連
合
町
会
）

　

八
丁
堀
三
丁
目
西
町
会
会
長
の
Ｍ
・
Ｄ
氏
（
昭
和
二
十
二
年
［
一
九
四
七
］
生
）
は
、「
八
丁
堀
は
日
枝
神
社
の
氏
子
で
あ
り
、
祭
り

を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
町
内
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
ま
す
。
祭
り
を
通
じ
た
住
民
同
士
の
関
わ
り
が
、
防
災
・
防
火
を
含
め
何
か
あ
っ
た

と
き
に
大
変
役
に
立
ち
ま
す
。
今
後
の
八
丁
堀
の
町
全
体
を
考
え
る
う
え
で
、
祭
り
は
最
大
の
核
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
。

　

八
丁
堀
四
丁
目
東
町
会
会
長
の
Ｋ
・
Ｍ
氏
（
昭
和
二
十
二
年
生
）
は
、
町
内
に
で
き
た
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
の
方
に
と
っ
て
、
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町
会
に
入
る
の
は
敷
居
が
高
い
と
感
じ
、「
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
て
、
町
会
が
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
を
だ
ん
だ

ん
と
知
る
よ
う
に
な
る
と
、
町
会
に
入
ら
れ
る
方
が
多
く
い
ま
す
」
と
い
う
。

（
五
）
日
枝
神
社
下
町
連
合

　

下
町
連
合
代
表
の
Ａ
・
Ｔ
氏
（
昭
和
三
十
六
年
［
一
九
六
一
］
生
）
は
、「
こ
の
辺
の
人
た
ち
は
都
市
化
が
進
ん
で
も
、
祭
り
を
残
そ

う
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、
た
だ
残
す
の
で
は
な
く
、
本
当
に
残
す
た
め
の
努
力
を
す
る
ん
で
す
」
と
話
す
。
そ
れ
も
天
下
祭
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
神
様
の
い
る
祭
り
だ
か
ら
、
現
代
に
続
け
る
意
義
を
強
調
す
る
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
は
単
に
儀
式
ば
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
戦
後
、
町
の
住
民
は
減
少
し
た
が
、
町
に
通
う
昔
か
ら
の
住
民
が
存
在

し
、
そ
の
人
た
ち
も
一
度
町
外
へ
出
た
経
験
か
ら
、
外
部
に
対
し
て
閉
鎖
的
で
は
な
く
、
柔
軟
で
優
し
い
。
だ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

を
受
け
入
れ
て
手
弁
当
で
発
信
も
し
や
す
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
観
客
の
少
な
い
神
輿
の
町
内
渡
御
だ
け
で
な
く
、
観
客
が
多
く
い
る

下
町
連
合
渡
御
が
創
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
日
本
橋
」
と
い
う
知
名
度
と
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
影
響
し
、
神
輿
の
担
ぎ
手
は
町

外
か
ら
自
然
と
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
下
町
連
合
の
「
祭
り
の
評
価
」
に
お
い
て
、
山
王
祭
は
伝
統
や
神
事
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
維
持
し
な
が
ら
、
連
合

町
会
や
町
会
に
と
っ
て
は
「
ま
と
ま
り
」
や
「
つ
な
が
り
」
を
維
持
す
る
場
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
も
、

企
業
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
新
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
模
索
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
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お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
神
田
祭
と
山
王
祭
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
個
人
の
活
躍
（
人
的
要
因
）
に
よ
っ
て
、
結
集
の
た
め

の
核
の
聖
性
が
強
化
さ
れ
、
ま
た
企
業
と
の
関
係
性
も
維
持
し
な
が
ら
、
都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
を
つ
な
ぎ
、
不
特
定
多
数
の
個
人
が

祭
り
の
担
い
手
や
観
客
と
し
て
集
う
賑
わ
い
の
場
を
生
み
、
非
日
常
化
す
る
と
い
う
共
通
し
た
構
造
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。

　

特
に
、
神
田
祭
と
山
王
祭
で
は
、
個
人
の
活
躍
（
人
的
要
因
）
に
よ
っ
て
結
集
の
た
め
の
核
の
聖
性
が
強
化
さ
れ
る
か
否
か
が
、
そ
の

祭
り
の
盛
衰
を
左
右
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
的
要
因
と
結
集
の
た
め
の
核
の
有
無
が
祭
り
の
再
聖
化
と
世
俗
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
両
者
か
ら
共
通
し
て
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
神
田
祭
と
山
王
祭
に
は
、
個
人
の
活
躍
（
人
的
要
因
）
の
内
実
に
違
い
が
あ
る
。
神
田
祭
で
は
、
神
田
神
社
の
神
職
と
町
会

の
個
人
の
活
躍
が
神
幸
祭
の
み
な
ら
ず
、
附
祭
を
含
め
た
都
市
祝
祭
や
町
内
の
祭
り
の
維
持
・
拡
大
に
果
た
す
要
素
が
強
い
が
、
山
王
祭

で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
日
枝
神
社
の
神
職
の
活
躍
が
神
幸
祭
や
御
魂
入
れ
・
御
魂
返
し
の
維
持
・
拡
大
に
、
下
町
連
合
や
糀
町
惣
町

睦
、
御
防
講
の
個
人
の
活
躍
が
都
市
祝
祭
や
町
内
の
祭
り
の
維
持
・
拡
大
に
果
た
す
要
素
が
強
い
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
神
田
祭
で
は
、
神
田
神
社
の
神
職
と
町
会
の
個
人
が
と
も
に
祭
儀
や
都
市
祝
祭
の
維
持
・
拡
大
に
影
響
を
与
え
、
神

社
と
町
会
を
つ
な
い
で
い
る
が
、
山
王
祭
で
は
、
神
幸
祭
な
ど
の
祭
儀
に
お
い
て
は
日
枝
神
社
の
神
職
と
御
防
講
の
個
人
が
、
連
合
渡
御

や
宮
入
と
い
っ
た
都
市
祝
祭
に
お
い
て
は
下
町
連
合
や
糀
町
惣
町
睦
、
御
防
講
の
個
人
の
活
躍
が
そ
の
維
持
・
拡
大
に
影
響
を
与
え
、
神

社
と
連
合
町
会
・
町
会
を
つ
な
ぐ
と
い
う
棲
み
分
け
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
祭
儀
と
都
市
祝
祭
の
棲
み
分
け
が
、
平
成
二
十
二
年
（
二

〇
一
〇
）
に
再
興
さ
れ
た
御
防
講
の
講
員
、
あ
る
い
は
鳶
頭
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
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つ
ま
り
、
神
田
祭
で
は
神
社
と
町
会
は
直
接
的
に
結
び
付
く
要
素
が
強
い

が
、
山
王
祭
で
は
下
町
連
合
や
糀
町
惣
町
睦
、
御
防
講
が
媒
介
す
る
形
で
神
社

と
連
合
町
会
・
町
会
が
結
び
付
く
要
素
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
神
田
祭
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
個
別
町
会
ご
と
の
町
内
の
祭
り
と
し

て
の
要
素
が
強
い
が
、
山
王
祭
は
、
連
合
町
内
の
祭
り
を
介
し
て
個
別
町
内
の

祭
り
を
維
持
し
て
い
る
要
素
が
強
い
と
い
う
違
い
に
も
対
応
し
て
い
る
と
見
ら

れ
る
。

　

こ
う
し
た
違
い
は
あ
る
も
の
、
現
代
の
神
田
祭
と
山
王
祭
は
、
社
会
変
動
に

対
す
る
危
機
意
識
が
個
人
を
突
き
動
か
し
、
個
人
の
活
躍
が
神
社
や
日
本
橋
、

祭
礼
の
象
徴
と
い
っ
た
結
集
の
た
め
の
核
の
聖
性
を
強
化
し
、
祭
り
の
再
活
性

化
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
結
集
の
た
め
の
核
の
聖
性
が
強

化
さ
れ
る
な
か
で
、
祭
り
が
再
活
性
化
す
る
の
み
な
ら
ず
、
過
去
が
再
構
成
さ

れ
て
「
意
味
付
け
ら
れ
た
過
去
」、
す
な
わ
ち
、「
伝
統（

（4
（

」
や
「
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
」
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
２
参
照
）。

　

い
わ
ば
、
公
共
性
と
個
人
性（

（4
（

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム（

（4
（

の
な
か
で
、
神
社
や
祭
礼
の
象
徴
と
い
っ
た
「
結
集
の
た
め
の
核
」
を
介
し
て
、
祭

祀
・
祭
礼
の
復
興
や
再
活
性
化
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
や
場
が
意
味
付
け
ら
れ
、
再
構
成
さ
れ
た
「
伝
統
」
が
更
新
さ
れ
て

い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
都
市
祝
祭
の
場
を
通
じ
て
、
地
域
の
祭
り
を
維
持
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
た
と
え
一
時
的
に
で
は
あ
っ
た
と
し
て
も
再
活
性

化
す
る
、
い
わ
ば
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
復
元
力（

（4
（

）
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図２　神田祭と山王祭の共通モデル（予備的モデル）
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そ
こ
に
、「
天
下
祭
」
と
し
て
の
歴
史
あ
る
神
田
祭
や
山
王
祭
の
賑
わ
い
と
興
隆
が
あ
る
と
予
備
的
な
考
察
の
段
階
で
は
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
更
な
る
実
態
調
査
に
基
づ
く
詳
細
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

　

註

（
１
）		

薗
田
稔
「
祭
と
都
市
社
会
―
「
天
下
祭
」（
神
田
祭
・
山
王
祭
）
調
査
報
告
（
一
）
―
」『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
三
輯
、
國
學

院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
、
昭
和
四
十
四
年
。

（
２
）		

松
平
誠
「
都
市
祝
祭
伝
統
の
持
続
と
変
容
―
神
田
祭
に
よ
る
試
論
―
」『
応
用
社
会
学
研
究
』
第
三
十
五
号
、
立
教
大
学
社
会
学
研
究
室
、
平
成
五
年
。

（
３
）		

秋
野
淳
一
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
―
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
』
岩
田
書
院
、
平
成
三
十
年
。

（
４
）		

前
掲
秋
野
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
―
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
』
五
三
六
～
五
三
八
頁
。

（
５
）		

秋
野
淳
一
「
現
代
に
生
き
る
山
王
祭
・
下
町
連
合
の
魅
力
―
都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
の
複
合
構
造
―
」『
平
成
三
十
年
山
王
祭
』
日
枝
神
社
下
町
連

合
、
平
成
三
十
年
、
六
四
～
六
五
頁
。

（
６
）		

前
掲
秋
野
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
―
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
』
五
四
四
～
五
四
五
頁
。

（
７
）		

都
市
出
版
株
式
会
社
月
刊
「
東
京
人
」
編
集
室
編
『
平
成
三
十
年
山
王
祭
』
日
枝
神
社
下
町
連
合
、
平
成
三
十
年
、
三
八
～
三
九
頁
。
お
よ
び
、
平
成

三
十
年
の
山
王
祭
を
対
象
と
し
た
筆
者
に
よ
る
観
察
調
査
。

（
８
）		

平
成
三
十
年
の
山
王
祭
を
対
象
と
し
た
筆
者
に
よ
る
観
察
調
査
。
お
よ
び
、
糀
町
惣
町
睦
会
『
山
王
祭
』
発
行
委
員
会
編
『
山
王
祭
』
糀
町
惣
町
睦

会
、
平
成
三
十
年
。

（
９
）		

前
掲
『
山
王
祭
』
糀
町
惣
町
睦
会
、
平
成
三
十
年
。
お
よ
び
、
平
成
三
十
年
の
山
王
祭
を
対
象
と
し
た
筆
者
に
よ
る
観
察
調
査
。

（
10
）		

前
掲
秋
野
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
―
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
』
五
四
五
～
五
四
六
頁
。

（
11
）		

千
代
田
区
教
育
委
員
会
・
千
代
田
区
四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
千
代
田
区
文
化
財
調
査
報
告
書
十
七　

千
代
田
の
稲
荷
―
区
内
稲
荷
調
査
報
告
書
―
』

千
代
田
区
教
育
委
員
会
・
千
代
田
区
四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館
、
平
成
二
十
年
、
二
四
頁
。

（
12
）		

八
丁
堀
三
丁
目
西
町
会
創
立
５
０
周
年
記
念
誌
作
成
委
員
会
編
『
中
央
区
八
丁
堀
三
丁
目
西
町
会
創
立
５
０
周
年
記
念
誌　

わ
が
町
の
あ
ゆ
み
』
八
丁

堀
三
丁
目
西
町
会
、
平
成
十
三
年
。
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（
13
）		

前
掲
秋
野
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
―
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
』
五
四
九
～
五
五
二
頁
。

（
14
）		

平
成
二
十
九
年
は
、『
平
成
二
十
九
年
神
田
祭
』
神
田
神
社
、
平
成
二
十
九
年
。

（
15
）		
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
。
お
よ
び
空
木
哲
生
・
作
画
「
下
町
は
今
宵
も
ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」『
平
成
二
十
六
年
山
王
祭
』
日
枝
神
社
下
町

連
合
、
平
成
二
十
六
年
、
二
一
～
二
三
頁
、
な
ど
に
よ
る
。

（
16
）		

宮
西
修
治
『
現
代
祝
詞
例
文
撰
集
』
戎
光
祥
出
版
、
平
成
二
十
九
年
。

（
17
）		

平
成
三
十
年
は
、
前
掲
『
平
成
三
十
年
山
王
祭
』
日
枝
神
社
下
町
連
連
合
。
お
よ
び
前
掲
『
山
王
祭
』
糀
町
惣
町
睦
会
、
平
成
三
十
年
。

（
18
）		

前
掲
秋
野
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
―
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
』
一
九
八
頁
。

（
19
）		

秋
野
淳
一
「
企
業
の
参
加
と
都
市
祭
り
に
関
す
る
一
考
察
―
東
京
の
神
田
祭
・
山
王
祭
・
渋
谷
の
祭
礼
を
中
心
に
―
」『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ

ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
十
三
号
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
、
平
成
三
十
一
年
。

（
20
）		

前
掲
秋
野
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
―
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
』
一
九
七
～
一
九
八
頁
、
三
一
六
頁
。

（
21
）		

前
掲
秋
野
「
企
業
の
参
加
と
都
市
祭
り
に
関
す
る
一
考
察
―
東
京
の
神
田
祭
・
山
王
祭
・
渋
谷
の
祭
礼
を
中
心
に
―
」。

（
22
）		

芦
田
徹
郎
『
祭
り
と
宗
教
の
現
代
社
会
学
』
世
界
思
想
社
、
平
成
十
三
年
。

（
23
）		

前
掲
秋
野
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
―
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
』
五
六
五
～
五
六
六
頁
。

（
24
）		

前
掲
秋
野
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
―
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
』
二
〇
七
頁
。

（
25
）		

前
掲
秋
野
「
現
代
に
生
き
る
山
王
祭
・
下
町
連
合
の
魅
力
―
都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
の
複
合
構
造
―
」
六
四
～
六
五
頁
。

（
26
）		

「
山
王
祭
・
下
町
連
合
年
表
」
都
市
出
版
株
式
会
社
月
刊
「
東
京
人
」
編
集
室
編
『
平
成
二
十
八
年
山
王
祭
』
日
枝
神
社
下
町
連
合
、
平
成
二
十
八
年
、

一
三
頁
。
お
よ
び
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
。
そ
れ
以
外
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
都
度
、
脚
注
を
付
け
て
い
る
。

（
27
）		

『
東
京
人
』
通
巻
三
七
三
号
（
二
〇
一
六
年
七
月
増
刊
号
）、
都
市
出
版
、
平
成
二
十
八
年
、
一
〇
〇
頁
。

（
28
）		

『
東
京
人
』
通
巻
三
一
〇
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
号
）、
都
市
出
版
、
平
成
二
十
四
年
、
三
六
頁
。

（
29
）		

前
掲
『
東
京
人
』
通
巻
三
七
三
号
、
六
五
頁
。

（
30
）		

前
掲
『
東
京
人
』
通
巻
三
七
三
号
、
六
五
頁
。

（
31
）		

前
掲
『
東
京
人
』
通
巻
三
七
三
号
、
六
五
頁
。

（
32
）		

都
市
出
版
株
式
会
社
月
刊
「
東
京
人
」
編
集
室
編
『
平
成
二
十
六
年
山
王
祭
』
日
枝
神
社
下
町
連
合
、
平
成
二
十
六
年
、
三
三
頁
。
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（
33
）		

前
掲
『
東
京
人
』
通
巻
三
七
三
号
、
六
六
頁
。

（
34
）		

前
掲
『
山
王
祭
』
糀
町
惣
町
睦
会
、
平
成
三
十
年
、
六
五
頁
。

（
35
）		

前
掲
『
東
京
人
』
通
巻
三
七
三
号
、
六
六
頁
。

（
36
）		
『
東
京
人
』
通
巻
三
一
〇
号
、
四
一
頁
。

（
37
）		
「
日
枝
御
防
講
再
興
趣
意
」
に
は
、「
一
火
災
等
神
社
危
急
の
際
に
は
伝
統
あ
る
江
戸
町
火
消
と
連
携
し
て
率
先
駆
付
け
御
社
頭
の
奉
護
に
当
た
る　

二

諸
祭
典
神
事
に
お
い
て
主
と
し
て
警
護
を
奉
仕
す
る　

三
御
社
頭
の
尊
厳
の
護
持
と
鎮
守
の
杜
の
美
化　

四
神
社
の
諸
事
業
に
協
力
し
て
御
社
頭
の
興
隆

と
御
神
徳
の
発
揚
に
努
め
る　

五
講
員
相
互
の
親
睦
と
興
隆
を
図
る
」
と
あ
る
（
前
掲
『
山
王
祭
』
糀
町
惣
町
睦
会
、
平
成
三
十
年
、
六
五
頁
）。

（
38
）		

前
掲
秋
野
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
―
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
』
五
四
二
～
五
四
三
頁
。

（
39
）		

前
掲
秋
野
「
現
代
に
生
き
る
山
王
祭
・
下
町
連
合
の
魅
力
―
都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
の
複
合
構
造
―
」
六
四
～
六
五
頁
。

（
40
）		

エ
リ
ッ
ク
・
ボ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
、
テ
レ
ン
ス
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
編
、
前
川
啓
治
・
梶
原
景
昭
他
訳
『
創
ら
れ
た
伝
統
』（
紀
伊
國
屋
書
店
、
平
成
四
年
）
の

「
伝
統
の
創
造
」
や
、
今
泉
宜
子
『
明
治
神
宮
―
「
伝
統
」
を
創
っ
た
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
』（
新
潮
選
書
、
新
潮
社
、
平
成
二
十
五
年
）
の
「
創
る
伝
統
」

の
議
論
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
神
田
神
社
権
禰
宜
の
岸
川
雅
範
は
、
神
田
祭
の
歴
史
的
考
察
、
特
に
大
正
時
代
の
町
神
輿
の
誕
生
か
ら
、

「
伝
統
は
創
造
さ
れ
る
も
の
」
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
い
た
と
し
て
い
る
（
岸
川
雅
範
『
江
戸
天
下
祭
の
研
究
―
近
世
近
代
に
お
け
る
神
田
祭
の
持
続
と

変
容
―
』
岩
田
書
院
、
平
成
二
十
九
年
、
四
一
六
頁
）。

（
41
）		

比
較
宗
教
学
者
の
平
井
直
房
は
神
道
が
歴
史
的
に
持
つ
特
徴
と
し
て
、
公
共
性
と
個
人
性
を
挙
げ
て
い
る
（
平
井
直
房
「
日
本
人
の
宗
教
Ⅰ
」
岸
本
英

夫
編
『
世
界
の
宗
教
』
原
書
房
、
平
成
十
六
年
。
平
井
直
房
「
小
規
模
神
社
の
教
化
活
動
」『
神
道
と
神
道
教
化
』
神
社
新
報
社
、
平
成
五
年
）。

（
42
）		

祭
り
が
持
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
着
目
し
た
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
、
柳
川
啓
一
の
「
親
和
と
対
抗
の
祭
―
秩
父
神
社
夜
祭
―
」（『
祭
と
儀
礼
の
宗
教
学
』

筑
摩
書
房
、
昭
和
六
十
二
年
、
所
収
）
が
あ
る
。
近
年
で
は
、
祭
礼
を
め
ぐ
る
町
内
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
そ
れ
を
通
じ
た
町
内
内
部
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に

つ
い
て
論
じ
た
、
武
田
俊
輔
『
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
都
市
祭
礼
―
長
浜
曳
山
祭
の
都
市
社
会
学
―
』（
新
曜
社
、
平
成
三
十
一
年
）
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
祭
り
が
持
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
浮
き
彫
り
に
し
た
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
柳
川
の
「
親
和
と
対
抗
の

祭
」
の
域
を
出
て
い
な
い
。

（
43
）		

祭
礼
を
介
し
た
村
落
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
注
目
し
た
研
究
と
し
て
、
滝
沢
克
彦
「
祭
礼
の
持
続
と
村
落
の
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
ー
東
日
本
大
震
災
を
め
ぐ
る

宗
教
社
会
学
的
試
論
―
」（『
宗
教
と
社
会
』
第
十
九
号
、「
宗
教
と
社
会
」
学
会
、
平
成
二
十
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
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追
記

　

本
稿
は
、
平
成
三
十
年
度
・
日
本
民
俗
学
会
第
七
十
回
年
会
で
研
究
発
表
し
た
「
現
代
の
『
天
下
祭
』
に
関
す
る
予
備
的
考
察
―
神
田
祭
と
山
王
祭
の
都
市

祝
祭
論
へ
向
け
て
―
」（
於
駒
澤
大
学
、
平
成
三
十
年
十
月
十
四
日
）
の
レ
ジ
ュ
メ
を
も
と
に
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。


